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これまでハンドボールをやったことがない，知らない牛徒が多い中で，チームスホーツの良さを生か

し，パスをつないでシュートを決める楽しさにふれることができるように，授業改善を試みた C 個人の

技術の糸東習より集団での練音を多くしたことや，練皆やゲームでの課題と解決についての話し合いの時

間を確保したこと，少人数のチームで技能の学習だけでなく，準備・片付けなどで役割分担と協力も含

めて学酋したことで，チームのコミュニケーションが高まり，声をかけ合って，チーム全員がよく動く

ことで，パスがつながり，シュートを打って得点できることでチームの一体化を感じるハンドボールの

楽しさに触れることができた。

1 . はじめに

グローバル化し多様で複雑な社会の中で生きていくた

めには，単なる知識や技術だけでなくそれを状況に応じ

て使いこなせることが重要と考えられ，そうした力を育

てるために「課題の発見と解決に向けて主体的・協働的

に学ぶ学習」として「アクティブラーニング」が注目さ

れている。現在，次期学習指導要領の改訂に向けての準

備が進められており，昨年 8月 1日に出された中央教育

審議会の資料 I次期学習指導要領に向けたこれまでの審

議のまとめ（素案）のポイント」が公表された。そこで

は，学習内容を深く理解し，社会や生活で活用できるよ

うにするためには，知識の砧や質と息考力の両方が重要

であり，これまでの知識重視か思考力重視かという―一項

対立的な議論に終止符をうつ。そして，学校における質

の研い学びを実現し， 了どもたちが学習内容を深く坪解

し，資質・能力を身に付け，牛旺にわたってアクティブ

に学び続けることができる「主体的・対話的で深い学び」

の実現を目指して「アクティブラーニング」の視点で授

業改善をすすめていくことなどが盛り込まれている。

当校保健体育科では， 1961年に始まった［中高 6年間

を打した系統的な学皆内容の構成」から「生旺休育」

「日ら学ぶ揺欲の育成」「自己教育力の育成」「生きる力」

「牛きて働く力」といったキーワードを用いて，学習指

尊要領の変遷を路まえながら，主体的に学習に取り組み，

自らの道を切り開いていくことのできる『生きる力』を

育てるための保健体育科教育のあり方を追求してきた C

また，学校令体では， 2003年から研究開発学校の指定を

受け，全体のテーマが「科学的思考力の育成」「科学を

支えるリテラシーの育成」「クリティカルシンキングの

育成」「持続可能な社会の構築を目指したクリティカル

シンキングの育成」と続いて研究に取り組んできた。そ

して，叶年度から SGHの研究開発の指定を受け，「グ

ローハルリーダー・地方創牛リーダーに求められる能力

．態度の育成」をテーマに取り組んでいる。保健体育科

ではこの SGIIの取り組みの根底に『生きる力』をおき，

どのようにしてその力を育てることができるのかを探り

ながら研究を進めているところである。これらのことか

ら今年度は「末来像をイメージして多面的に思考ずる態

度を育む保健体育の授業」を教科の研究テーマに設定し，

これまでの研究の流れを路まえ，「主体的な学び」，「対

話的な学びJのなかで「深い学び」が実現できるように

取り組んでいる。

2 研究のねらい

中学校学習指導要領では，球技について①技能の内容

「勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲームが展開できるようにする。」，

②態度の内容「積極的に取り組むとともに，フェアなプ

レイを守ろうとすること，分担した役割を果たそうとす

ること，作戦などについての話し合いに参加しようとす

ることなどや，健康• 安全に気を配ることができるよう

にする。」，③知識思考・判断の内容「球技の特性や成

り立ち，技能の名称や行い方，閲連して高まる体力など

を理解し，課題に応じた連動の取り組み方を工夫するこ

とができるようにずる。」としている。また，第 1学年

及び第 2学年のゴール型球技の技能では「ボール操作と

空間に走りこむなどの動きによってゴール前での攻防を

展開すること。」としている。
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